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Q39a NH3輝線を用いた大質量星形成領域W33のマッピングサーベイ
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宇宙の物質輪廻において、分子雲から星形成に渡る物理的プロセスを理解することは、星形成過程を解明する
上で重要である。我々のグループでは、複数の分子雲に対して、NH3分子輝線を用いた分子雲全体にわたる広範
囲のマッピングサーベイを行なっている。目的は、分子雲での温度分布を手掛かりとした分子雲内での星形成の
解明である。本講演では、大質量星形成領域W33について報告する。
我々は、野辺山 45m鏡を用いてW33 main(Compact HII region), W33 Aを含む 10 × 10 pcの範囲を

NH3(J,K) = (1,1) - (3,3)と水メーザーの 4輝線でマッピングした。観測領域のほぼ全域にわたって高い信号雑
音比で (J,K) = (1,1), (2,2)を検出した。回転温度の見積もりでは、観測領域の東西で温度勾配が見られた。W33
mainにおいて、輝度強度比 T ∗

a
(3, 3)/T ∗

a
(1, 1)が周辺の観測点より卓越していた。GBTによる観測結果も参考に

した結果、これは、付随している HII領域を背景とした吸収線の影響が (J,K) = (1,1), (2,2)のみに現れている
ためであると結論づけた。また、得られたスペクトルのフィッティングから、同じ視線速度に輝線と、輝線より
広い線幅をもつ吸収線が重なっていることがわかった。スペクトルの線幅に着目し、(J,K) = (1,1), (2,2)の吸収
線と (J,K) = (3,3)の輝線を比較したところ、スペクトルの線幅が一致する。(J,K) = (3,3)輝線は、(J,K) =
(1,1), (2,2)輝線より分子雲の内部をトレースしている可能性が報告されている (Urquhart et al. 2011)。したがっ
て、NH3の吸収線は分子雲内部の物理状態をトレースしていることを示唆する。本講演では、この結果を踏まえ
て、分子雲の内部構造について議論をする。


